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　『高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準』でも推奨されるなど、近年、
車椅子使用者用の簡易機能を備えた便房が交通機関や商業施設など公共のトイレに設置させ
ることが増えてきている。一般的に車椅子対応トイレの扉には引戸が推奨されているが、車
椅子使用者用簡易便房では引込みスペースを確保することが難しいため、実際の現場では外
開戸や折戸が採用されることも多い。また、便器と扉の配置についても便器前方に扉がある
場合や、便器側方に扉がある場合がある。この扉のタイプや便器との配置が一連のトイレ動
作に影響を与えること、特に折戸については開閉の際のデッドスペースが便房全体のスペー
スに影響することも考えられる。そこで本研究では、外開戸、折戸を設置した便房におい
て、便器と扉の配置を変えながら、身体特性ごとになるべく多くの人が使える最小限必要な
スペース、および便器と扉の配置関係を明らかにする。
1．はじめに
　近年の高齢化や医療技術の発達などに起因して、図1に示す通り障害のある人の数は年々
増え続けている1）。中でも下肢や体幹に障害があり特に広い便房空間を必要とする人は、図
2の通り肢体不自由者の70.1％（約127万人）、つまり、日本人の100人に1人の割合で存在す
ることになる。このほか、高齢者をはじめ、けがや妊娠など一時的に身体が不自由になる人
も含めると、その数は更に増える。
　そのような状況の中、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（通称：
バリアフリー法）」や「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（通称：障害者差
別解消法）」が施行されるなど、交通機関や公共施設のバリアフリー化が進み、高齢者や障
害者が外出しやすい社会になりつつある。近年は車椅子使用者に対応した便房が普及してき
ているが、オストメイトや乳幼児用設備の設置で多機能化し、多機能であるがゆえの新たな
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ニーズや課題も増え、外出先でのトイレに困るなどまだまだ外出の障壁が残存するのも実
態である。そのため、『高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準』2）（以下、
設計標準）では、「多機能便房における利用の集中を軽減するために、車椅子使用者用便房
及びオストメイト用設備を有する便房のほか、乳幼児連れ利用者に配慮した設備を有する便
房等の個別機能を備えた便房も設置する。」や、「車椅子使用者用便房に他の機能を付加した
多機能便房を設置する場合には、利用者の分散を図る観点から、個別機能を備えた便房、車
椅子使用者用やオストメイト用の簡易型機能を備えた便房を併せて設置する。」としている。
また、実際に車椅子使用者にヒアリングすると「多機能トイレはいろんな人が使っていて順
番待ちをすることが多い」、「異性へのプライバシーに配慮して男女別のトイレを使いたい」、
「車椅子仲間で外出するとトイレが足りない」といった声が上がり、男女別それぞれのトイ
レ空間に車椅子使用者が利用可能な少し広めのトイレ（以下、簡易車椅子便房）を設置する
など一般トイレのユニバーサルデザイン化が必要である。
　　　　　図1．身体障害者数の推移　　　　　　　　　　図2．肢体不自由者の内訳
2．目的
　これまでにも車椅子対応便房に関する研究は数多く報告されている3）～ 5）が、多機能便房
の設置や利用状況、便房内機器に関する研究が多く、簡易車椅子便房に関する研究は少ない。
また、開口部に扉を設置せずに検証実験を行っていることが多く、扉の開閉動作まで含めた
報告は少ない。設計標準では車椅子対応トイレの扉に引戸を推奨しているため、なかには引
戸を想定した研究は報告されているが、スペースが限られる簡易車椅子便房では引戸の引込
みスペースを取ることが難しく、実際の現場では便房内にデッドスペースができない外開
戸や、最近では図3に示すような、内開戸と比較すると便房内のデッドスペース小さく、外
開戸と比較すると通路側にデッドスペースがない折戸が採用されることが多いのが実態であ
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る。
　折戸が公共トイレの便房扉として一般的に普及し始めたのは、2005年に開港した中部国際
空港からである。中部国際空港は、障害の有無に関わらず誰にでも使いやすく快適な空港を
目指し、障害者団体や空港関係者、建築関係者でユニバーサルデザイン研究会を立ち上げ、
スーツケース保持者が使いやすいように、また、場合によっては車椅子使用者も利用可能な
便房にするために様々な意見交換会や検証実験を行い、基本設計・実施設計・施工の各段階
で障害者などの声を反映してきた。その結果、簡易車椅子便房の扉として従来使われていた
外開戸や回転スライド扉（図4）に変わる折戸が開発された。この流れはその後の羽田国際
空港、関西国際空港、成田国際空港などの空港施設や、JR京都駅や金沢駅等の鉄道施設に
も広がっている。また近年は、多機能便房における利用の集中を軽減するために、男女それ
ぞれの一般トイレ空間に1つ以上広めの便房を設けて多機能便房の機能を分散させる動きも
あり、商業施設などでも折戸を用いた簡易車椅子便房を設置することが増えている。しかし、
設計標準に例として示されている簡易車椅子便房の扉は引戸や外開戸を想定しており（図5）、
折戸のように便房内にデッドスペースができる場合にはスペースを拡張する必要があること
も懸念されるが、その場合の必要スペースや、折戸の使用実態など使い勝手はまだ明らかに
なっていない。
　そこで、本研究では便房内にデッドスペースができない外開戸、デッドスペースができる
折戸それぞれを設置した簡易車椅子便房において、様々な身体特性の者による検証実験を行
い、扉タイプの違いによる動作や使い勝手への影響、必要とする便房スペースについて明ら
かにする。また、便器と扉の配置についても便器前方に扉がある場合や、便器側方に扉があ
る場合がある。この扉と便器の配置も一連のトイレ動作に影響を与えることが考えられるた
め、外開戸と折戸において便器と扉の配置を変えながら、その配置や身体特性ごとになるべ
く多くの人が使える最小限必要な便房スペースや、動作や使い勝手への影響についても明ら
かにする。
　　図3．折戸　　　図4．回転スライドドア　　　　　　　　図5．設計標準
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3．研究方法
　検証実験は石川県のバリアフリー体験住宅に実物大の便房を設置し、2007年8月～ 12月に
行った。様々な身体特性の車椅子使用者に検証に協力してもらうため、事前に作業療法士が
表1に示す移動・駆動手段、立位姿勢、座位姿勢、移乗方法による分類を行ったうえで被験
者を集めた。本研究は簡易車椅子便房を対象としているため、スペースへの影響が少ない独
立歩行者、杖歩行者を除外した。また、介助が必要な者においては異性による介助が想定さ
れ、男女それぞれのトイレ空間に設置される簡易車椅子便房では対応が困難なため、本研究
の対象者からは除外した（移乗時のみなど一部のみ介助が必要な者は研究対象とする）。
　被験者には日常使用している移動補助具（歩行器、車椅子）を使用して、便房に近づく→
扉を（開ける）閉める→鍵をかける→便器へ移乗する→排泄動作をする（模擬）→車椅子へ
移乗する→鍵をあける→扉を開ける→ブースから出る、という一連のトイレ動作を行っても
らい、その様子を観察、ならびに上部・側方からビデオ撮影する。また、検証実験後は被験
者にヒアリング調査も行う。
表1．被験者の分類方法
3－1．検証便房
　検証のための便房スペース及び便器や手すりの配置は、設計標準（2007年版）などを参考
に設定し、図6に示すとおり、外開戸、折戸それぞれを便器側方、前方に設置する。便房ス
ペースの初期設定は幅1400mm×奥行1600mm（便器側方空きスペース950mm、便器前方空
きスペース1000mm）とし、幅、奥行方向ともに自在に拡大・縮小が可能な構造とした。扉
の状態は実際の公共トイレを想定し、車椅子の進入や便房外通路への影響を考慮して外開戸
は常閉（使っていないときも常に扉が閉まっている）、折戸は常開タイプ（使っていないと
きは扉が開いている）を用い、それぞれの有効開口幅は設計標準で定める最低基準寸法値
800mm、便房外の通路幅は1200mmとする。なお、手すりについては簡易車椅子便房の検証
のため跳ね上げ式手すりは設置せず、L型手すりのみを設置した。
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図6．検証空間
3－2．被験者
被験者はトイレ動作が自立している者、または場合によっては一部（着替えや移乗）介助が
必要になることがある者とし、移動・駆動方法、立位・座位姿勢の状態、便器への移乗方法
により分類した20 ～ 80代の男女13名である。なお、各被験者の身体・動作区分は以下の通
りである（表2）。
表2．被験者一覧
A：歩行器群
　立位姿勢が不安定で、歩行器を使用して歩行する。
B：両手駆動車椅子群（座位安定、立位移乗）
　立位姿勢が不安定でかろうじて手すり歩行は可能であるが、移動には主に車椅子を使用す
る。便器への移乗は車椅子で便器に近づき、手すりなどを支えに立ち上がり、数歩歩いて身
体の向きを変えて便器に座る。
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C：片手・片足駆動車椅子群（座位安定、立位移乗）
　左右いずれかの半身麻痺で、車椅子を健全な片手・片足で操作するためB群より車椅子の
操作能力が劣り、小回りが難しい。便器への移乗はB群同様、立位移乗である。
D：片手・片足駆動車椅子群（座位不安定、立位移乗、一部介助）
　C群同様、片手・片足駆動だが座位姿勢が不安定である。自立してトイレ動作を行うこと
も可能であるが、場合によっては移乗時や衣服の着脱時に介助を必要とすることもある。
E：簡易電動車椅子群（座位不安定、立位移乗、一部介助）
　座位姿勢が不安定で簡易な電動車椅子を使用している。D群同様、立位移乗時や衣服の着
脱時に介助を必要とする場合もある。
F：両手駆動車椅子群（座位移乗、座位安定、上肢障害なし）
　歩行が困難で移動には主に車椅子を使用しているが、座位姿勢は安定している。上肢や手
指には障害がなく、比較的コンパクトな車椅子を使用し、B ～ E群に比べて車椅子の操作能
力は高い。車椅子から便器へは、車椅子のアームレストや手すり、便座などを支えに両上肢
で水平移乗する。
G：両手駆動車椅子群（座位移乗、座位不安定、上肢障害あり）
　両下肢麻痺で立ち上がることができないため、移動には常に車椅子を使用する。F群同様
車椅子の操作能力が高く座位移乗であるが、座位姿勢は不安定である。上肢や手指に障害が
ある者もいる。
4．検証結果
A：歩行器群
①側方入り
　外開戸の場合、図7に示す通り便房進入後直進で便器に近づき、便器前方に歩行器を置い
て身体を90度回転させて便器に座るため、便器前方に歩行器を置くスペースが必要である。
また、排泄後も前進で退出するために歩行器を回転させるスペースが便器前方に必要である。
そのため、便房奥行は初期設定寸法の1600mm必要であった。幅は被験者2においては初期
設定の1400mmより狭くすることも可能であったが、そうすると被験者1は歩行器の回転が
困難となるため、A群の必要寸法は幅1400mm×奥行1600mmと判断した。
　折戸は初めての使用であったが、特に問題なく使用することができた。開閉の際に扉と
歩行器が当たらないように気にしている様子が見られたが、歩行器を回転させるためには
幅1400mm×奥行1600mmは必要で、このスペースがあればデッドスペースの影響は小さく、
必要便房スペースは外開戸と同じであった。ただし、外開戸では幅を1400mm以下にする
ことができた被験者2においても、折戸で幅を縮小すると扉と歩行器が接触するため、幅は
1400mm必要である。
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②前方入り
　外開戸の場合、図8に示す通り便器側方に歩行器を置いて身体を180度回転させて便器に座
る。また、便房から前進で退出するためにも便器側方に歩行器の向きを変えるスペースが必
要となり、この群の必要スペースは幅1400mm×奥行1600mmである。
　折戸の場合も図9に示す通り便器側方に歩行器を置く様子が見られた。扉開閉の際は歩行
器との接触を気にする様子は見られたが、幅1400mm×奥行1600mmあれば利用可能であっ
た。
　側方入りと前方入りでの必要スペースは同じであったが、外開戸、折戸共に側方入りの方
が移乗時の身体の回転が少なくトイレ動作をスムーズに行えていた。
図7．被験者2 外開戸 側方入り（1400×1600）
図8．被験者2 外開戸 前方入り（1400×1600）
図9．被験者2 折戸 前方入り（1400×1600）
B：両手駆動車椅子群（座位安定、立位移乗）
①側方入り
　外開戸の場合、初期設定の幅1400mm×奥行1600mmでは図10に示す通り便房内での回転
が難しく何度も切り返す様子が見られた。また、車椅子から便器へ移乗する際も、車椅子の
前に立ち上がるスペースを十分とれず苦労するため、幅・奥行ともに拡張（幅1500mm×奥
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行1700mm）が必要である。
　折戸の場合は、初期設定では更に開閉デッドスペースが影響して扉の開閉操作が困難で
あった。しかし、移乗に必要な幅1500mm×奥行1700mmのスペースをとることで、開閉操
作も問題なく行くことができた。
②前方入り
　この群は便房進入後あまり車椅子を回転させることなく便器に移乗するため、側方入りと
は移乗ポジションが異なる。図11に示す通り前方入りでは車椅子を便器前方斜めに配置して
移乗するため、移乗時の身体の回転が側方入りより大きく苦労する様子が見られた。外開
戸、折戸にともに初期設定では移乗スペースを確保することが難しく開閉操作も困難だった
ため、幅1500mm×奥行1700mmのスペースが必要である。
この群においても、側方入りと前方入りでの必要スペースは同じであったが外開戸、折戸共
に側方入りの方が移乗時の身体の回転が少なくトイレ動作をスムーズに行っていた。
図10．被験者3 外開戸 側方入り（1400×1600）
図11．被験者3 外開戸 前方入り（1400×1600）
C：片手・片足駆動車椅子群（座位安定、立位移乗）
①側方入り
　外開戸の場合は図12に示す通り、B群同様に初期設定では移乗の際の立ち上がりスペース
を確保することができず、幅・奥行ともに拡張が必要である。また、折戸の場合も初期設定
では開閉操作、移乗が困難で、外開戸、折戸ともに幅1500mm×奥行1700mmのスペースが
必要である。
─ 255 ─
扉タイプの違いにおける車椅子使用者用簡易便房に求められるスペースに関する研究
②前方入り
　図13に示す通り、B群同様に側方入りと前方入りでは移乗の際の車椅子ポジションが異な
り、前方入りでは便器の正面に車椅子を配置して移乗するため、移乗時の身体の回転が側方
入りより大きかった。外開戸、折戸ともに初期設定では立ち上がるスペースを確保すること
ができず移乗できないため、便器前方スペース（奥行）の拡張が必要となった。C群はB群
より車椅子の操作能力が劣るなど移動や移乗により広いスペースを要し、幅1500mm×奥行
1800mmのスペースが必要である。
　この群においても、側方入りの方が動作がスムーズで、前方入りより小さい便房スペース
で動作が可能であることが分かった。
図12．被験者6 外開戸 側方入り
（1400×1600）
図13．被験者6 外開戸 前方入り
（1400×1600）
D：片手・片足駆動車椅子群（座位不安定、立位移乗、一部介助）
①側方入り
　この群は特に車椅子操作能力が低く移動や移乗に広いスペースを必要とし、外開戸、折戸
ともに幅1500mm×奥行1700mmのスペースが必要であった。しかし、介助者がいる場合に
は介助者が車椅子の操作や移乗補助を行うため、外開戸の場合は図14に示す通り、初期設定
の幅1400mm×奥行1600mmでも十分トイレ動作を行うことができた。
　一方、折戸の場合は図15に示す通り、初期設定では介助者が折戸の開閉操作を行うことが
困難で、幅1400mm×奥行1700mm、又は幅1500mm×奥行1600mmのスペースが必要である。
②前方入り
　C群同様に外開戸、折戸ともに移乗の際の立ち上がりスペースを確保するために幅
1500mm×奥行1800mmのスペースが必要であった。
　介助者がいる場合には外開戸では、初期設定スペース幅1400mm×奥行1600mmでトイレ
動作を行うことができた。しかし、折戸の場合は側方入り同様、介助者の開閉スペースを確
保するために、幅1400mm×奥行き1800mm、又は幅1500mm×奥行き1700mmのスペースが
必要である。
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　側方入り、前方入りでの比較では、介助者がいない場合は他の群同様側方入りの方が少な
い動きで移乗することができる。介助者がつく場合には移乗しやすいポジションに車椅子を
つけるために移乗への影響はないが、介助者の車椅子操作が前方入りの方が多くなる様子が
見られた。
図14．被験者7 外開戸 側方入り
（1400×1600）
図15．被験者7 折戸 側方入り
（1400×1600）
E：簡易電動車椅子群（座位不安定、立位移乗、一部介助）
①側方入り
　座位が不安定で前傾姿勢をとれない被験者8は、外開戸では便房外からの開閉操作時に扉
と車椅子が接触してしまい、扉を開けることができなかった。このため、介助者に扉の開閉
や移乗動作を補助してもらい図16のようにトイレ動作を行う。便器上で安定した座位姿勢
をとるために足を広げるスペースが必要で、初期設定では、介助者が便器前方に置かれた
車椅子を畳む様子が見られた。そのため、便器前方を広げる必要があり、幅1400mm×奥行
1700mmのスペースが必要であった。ただし、このスペースでは車椅子を回転させることが
難しく、介助者の誘導のもとバックで便房から退出した。
　折戸の場合は介助がなくても開閉操作を行えたが、座位姿勢が不安定で小回りが難しいた
め、開閉操作や移乗動作に広いスペースを必要とし、幅1500mm×奥行き1700mmのスペー
スが必要であった。介助者がいる場合は外開戸と同様、幅1400mm×奥行1700mmのスペー
スあれば便器上で安定した座位姿勢をとることができ、開閉操作も問題なく行えた。
②前方入り
　側方入り同様、外開戸の場合は便房外から扉を開けることができず介助が必要であった。
その場合、初期設定では便房進入後便器前方に車椅子を横付けすることができず移乗が困難
だったため便器前方の拡張が求められ、幅1400mm×奥行1700mmが必要であった。
　折戸の場合は介助がなくても開閉操作を行うことができ、移乗スペースを確保するために
幅1500mm×奥行1800mmが必要であった。介助者がいる場合は、介助者が扉を開閉するス
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ペースや移乗スペースが必要で、幅1400mm×奥行1800mm、又は幅1500mm×奥行1700mm
が必要であった。
図16．被験者8 外開戸 側方入り（1400×1600）
F、G：両手駆動車椅子群（座位移乗）
①側方入り
　この群は座位移乗のため車椅子座面と便器を極力近づけて移乗動作を行う。外開戸の場合、
被験者10は図17に示す通り便器前方斜めに車椅子をつけて移乗動作を行う。B、C、D、E群
のような車椅子前方に立ち上がるスペースが不要なため、初期設定で十分トイレ動作を行う
ことができた。車椅子操作能力も高いため、幅1200mm×奥行1600mmでもトイレ動作を行
うことは可能だったが、このスペースでは排泄後に車椅子を回転させることができず、バッ
クで退出した。被験者11においては図18に示す通り、便器後方斜めに車椅子をつけて移乗動
作を行っており、同じような身体特性であっても被験者により移乗ポジションが異なる。な
るべく多くの人が使える簡易車椅子便房にするためには、便器側方、前方ともに車椅子を置
くスペースがある初期設定の幅1400mm×奥行1600mmのスペースがこの群には必要である。
　上肢や手指に障害がある被験者12、13は、外開戸で一般的に使われている指でつまんでス
ライドさせる鍵は操作が難しいため、指が使えなくても操作しやすい鍵が求められる。
折戸の場合は、開閉デッドスペースが影響を与えスペースの縮小はどの被験者でも困難で、
初期設定の幅1400mm×奥行1600mmが必要である。
②前方入り
　外開戸、折戸ともに側方入りと同様の様子が見られ、初期設定の幅1400mm×奥行
1600mmが必要である。
　また、図19に示す通り前方入りではブース内での回転が多く、側方入りの方がトイレ動作
をスムーズに行える様子が見られた。
　なお、各グループ・扉タイプ別の必要スペースは、表3、4に示す通りである。
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図17．被験者10 外開戸 側方入り（1400×1600）
図18．被験者11 折戸 側方入り
（1400×1600）
図19．被験者11 折戸 前方入り
（1400×1600）
表3．検証結果（側方入り）
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表4．検証結果（前方入り）
5．まとめ
　今回の研究では、外開戸、折戸の扉を便器の側方、前方にそれぞれ設置した車椅子簡易便
房において、移動・駆動方法、立位・座位姿勢の状態、便器への移乗方法が異なるトイレ動
作が自立している20 ～ 80代の男女13名の被験者によって一連のトイレ動作を検証したこと
で、以下の結果が得られた。
①　外開戸の場合、便房外からの扉開閉操作時に扉と車椅子（歩行器含む）との接触を避け
るために便房外に広いスペースが必要で、座位が不安定な者の中には開閉操作を行えな
い場合がある。また、手指に障害がある者が操作しやすい鍵が求められる。
②　折戸の場合、便房内からの扉開閉操作時に扉と車椅子（歩行器含む）が接触することが
あり、特に車椅子操作能力が低い場合には外開戸より広いスペースを必要とすることが
あるが、移乗スペースをある程度確保した空間ではデッドスペースの影響は小さいと考
えられる。また、座位が不安定で外開戸の操作が困難な者も、開閉操作を問題なく行う
ことができ、スペースが限られる簡易車椅子便房において折戸が有効であることが分
かった。
③　扉のタイプや配置にかかわらず、立位移乗群は立ち上がるスペースが必要になるため、
座位移乗群に比べて広いスペースが必要となる。
④　同じタイプの扉を設置した便房であっても、側方入りと前方入りとでは一連のトイレ動
作が異なり、必要となるスペースも異なる。特に、立位移乗のB、C、D、E群においては、
前方入りの方が側方入りに比べて広いスペースを必要とする傾向が見られた。また、移
乗時の身体の回転が小さいなど、側方入りの方が動作をスムーズに行える傾向があった。
　今後は更に被験者を増やし、また、扉については引戸も想定して検証実験を行い、扉形式
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が異なること一連のトイレ動作（開閉操作時の車椅子の向き、ポジション、その後の移乗ま
での動作）にどのような影響が出るのかを調査し、扉形態／身体特性別の便房のあり方（ス
ペース、レイアウト、付属機器の設置など）を明確にし、トイレ設計をする際の一翼になる
ことを目指す。
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A study about space of simplified
toilets for wheelchair by the type of the door
TAKAHASHI,…Mikiko
Keyword : Public rest room, Wheelchair user, Verification experiment, door, spatial size
　Recently,…simplified…toilets…for…wheelchair…are…often…built…in…the…station…and…the…shopping…
center.…Generally,…Sliding…door… is… recommended…as…door… for…wheelchair.…But,…we…often…
choose…a…hinged…door…or…folding…door…for…door…of…the…restroom…for…wheelchairs…when…there…
is…no…space…to…build…the…sliding…door.…And…we…sometimes…build…a…door…in…front…of…the…toilet…
bowl…and…build…a…door…next…to…the…toilet…bowl.…I…think…that…the…difference…in…the…layout…of…
the…toilet…bowl…and…the…door…will…affect…the…movement.…And…I…think…that…the…dead…space…of…
the…folding…door…influences…the…toilet…space.…………
　So…we…study…around…the…space…in…the…simplified…restroom…for…a…wheelchair…which…built…a…
hinged…door…or…a…folding…door.
